
令和６年４月１８日 

経 済 港 湾 委 員 会 資 料 

産業経済局物流拠点推進室 

 

北九州市物流拠点構想とヤマト運輸・羽田クロノゲート視察について 

 
 

１ 北九州市物流拠点構想 

（１）物流拠点構想の背景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）構想における本市の目指す姿と物流リーディングプロジェクト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    物流施設の集積用地の確保に向けた取組 

 

 

 

 

物流業界を取り巻く環境の 

大転換期への対応 × 

本市の陸・海・空の 

物流基盤の更なる活用 

  陸路：九州・西中国の結節点 

  鉄道：九州エリアのモーダルシフト拠点 

  北九州港 ：アジアへの輸出入拠点 

  北九州空港：九州・西中国エリアの 

              輸出入拠点 

  2024 年問題 

  E コマースの急拡大による輸送需要増 

  脱炭素、SDGs など新たな時代の要請 

陸海空の充実した物流基盤を活用し、 

物流を本市の主要な産業としてさらに発展させるため 「北九州市物流拠点構想」を策定 

構想における「本市の目指す姿」 

① 陸海空の結節点周辺エリアを中心に物流関連施設の集積を図る 

② 各種輸送モードを組み合わせ、多種多様な物流ニーズと時代の変化に対応できる街 

① 北九州港と北九州空港の国際物流拠点化 

② 九州エリアの物流集約拠点の形成 

③ 九州・西中国エリアへの配送拠点の形成 

④ 物流基盤を活かした成長産業の拠点形成 

⑤ 産学官連携による物流施策推進体制の構築 

物流リーディングプロジェクト 
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（２）主な取組方針の概要 

■九州エリアの物流集配送拠点の形成 

   ・集約拠点のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   取組み：本市へのモノの流れを構築することで、集約拠点化を推進 

 

 

■物流関連施設の立地促進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組み：民間開発を支援することで、物流関連施設の立地を推進 

 
 
 

集約拠点 

①九州から他地域に 

 輸送する貨物を集約 

②貨物をまとめて 

 大ロット化 

③各種輸送モードを 

 用いて効率的に輸送 

2



 
２ ヤマト運輸・羽田クロノゲートの概要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：羽田クロノゲート見学コースパンフレット 

 
＜羽田クロノゲートｗｅｂサイトより＞ 

 

 
 

 

 

●完成 2013 年 9 月 20 日 

※当資料はヤマト運輸株式会社 

の公開資料を再構成したもの 
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羽田クロノゲート全景 
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（参考） 

ヤマト運輸 フレーター事業について 
 

1.機体概要 

・機体：エアバス A321-200P2F 

・最大搭載重量：28t 

・航続距離：約 3000 ㎞ 

 

2.運航開始日 

2024 年 4 月 11 日（木） 

 

 

3.運航路線（ダイヤ） 
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